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新国際交流サークル Infinity

　卒業予定者のうち品行方正で在学中特に優

れた学業成績を修めた学生３１名に対し、学長表

彰が授与された。受賞者の努力と栄誉を称え、

３月１９日表彰式が行われた。 

　品行方正で優れた学業成績を修めた学生１２４名

に対し、学部長表彰が授与された。受賞者の

１年間の努力を称え、５月１４日（総合政策部のみ

５月７日）表彰式が行われた。 
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サッカー 

洋弓（男子） 

洋弓（女子） 

柔道 

バドミントン（男子） 

バドミントン（女子） 

アメリカンフットボール 

剣道（男子） 

剣道（女子） 

アイスホッケー 

軟式庭球（男子） 

軟式庭球（女子） 

硬式庭球（男子） 

硬式庭球（女子） 

準硬式野球 

水泳 

ラグビー 

ハンドボール（男子） 
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スキー 

ヨット 

ゴルフ 

硬式野球 

バスケットボール（男子） 

バスケットボール（女子） 

ラクロス（男子） 

ラクロス（女子） 

陸上競技 

バレーボール（男子） 

バレーボール（女子） 

弓道（男子） 

弓道（女子） 

卓球（男子） 

　５月３０日から６月１日の３日間にわたり、第４９回上

南戦（上智大学･南山大学総合対抗運動競技大会）

本戦が本学を会場校として開催された。 

〈表紙：ミカエル・カルマノ学長〉 

■ ２００７年度学長表彰 
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片桐 雅仁（数理情報学部２年） 

■ ２００８年度学部長表彰 

【人文学部】 

【外国語学部】 

【経済学部】 

【経営学部】 

７名 

７名 

３名 

３名 

【法学部】 

【総合政策学部】 

【数理情報学部】 

３名 

４名 

４名 

【人文学部】 

【外国語学部】 

【経済学部】 

【経営学部】 

２１名 

２４名 

１５名 

１４名 

【法学部】 

【総合政策学部】 

【数理情報学部】 

１５名 

２１名 

１４名 

　私たち「Infinity」は、異文化交

流をテーマにさまざまな人

や文化にふれて、世界を

広げ、また何よりその

ような活動を通して

大学生活を充実さ

せ楽しむことをモッ

トーとしているサー

クルです。昨年は南

山大学瀬戸キャンパ

スのWorld Plazaとの

共催による各国料理を持ち

寄っての国際交流イベントや、外国

人留学生と日本人学生が共に生活する交流会

館との共催による鍋会を行いました。イベント

時には２～３人でチームを組んで企画立案を行

い、リーダーが他のメンバーに仕事を割り振っ

て準備を進めていきます。また自主イベントの

企画・運営だけではなく、名古屋地区で行われ

る国際交流イベントに参加したり（昨年は鶴舞

公園での「ビルマの水かけ祭り」に参加）、学園

祭にパフェを出展したりするなど、「Infinity（無

限）」のサークル名通り幅広く活動しています。 

　私が昨年の活動の中で一番印象に残ってい

るのはWorld Plazaとの共催で実施した国際

交流イベントです。World　Plazaとは南山大学

のキャンパス内にある日本語禁止のスペー

スで、ここでは日本人も外国語しか話してはい

けないというまるで海外留学したような体験が

できます。このイベントでは、はじめにサークル

のメンバーみんなで「何をしたいか」「どんな

目的を持つイベントにするか」を話し合い、中

身をつめ、一から作り上げていきました。イベン

トの装飾や立て看板を作ったり、多くの参加者

を集めるために先生方にもご協力いただき、英

語コミュニケーションの授業の中

でイベント告知をしたりも

しました。 

　イベント当日は、ま

ずWorld Plazaと

Infinityで作って

きた各国の料理を

英語で紹介するこ

とからはじまり、立

食パーティーによる

交流、その後デザート争

奪クイズやジェスチャーゲー

ムなどで盛り上がりました。 

　私はこれらのInfinityの活動を通して今まで

縁のなかった各国の文化や人との繋がりを持つ

ことができました。留学生との交流の中で驚き

や発見に出会うことも多く、楽しく貴重な体験

をしつつ大学生活を過ごしています。またイベ

ントを通して留学生達に限らず友達の輪がどん

どん広がっており、これからも留学生と日本人

学生、また先生方との交流の場を提供し、楽しみ、

世界を広げていきたいと思います。 

 

赤壁 弘康 

金融工学との出会い 

専攻分野は「金融工学」。 

長期研究テーマは「金融工学」。 

短期研究テーマは 
「観光資源評価におけるファイナンスの応用」。 

主な著書は「新経営財務論講義」 
（共著、中央経済社、１９９４年）など。 

担当科目は「金融派生商品論」「投資論」 
「経営財務論」など。 

あかかべ・ひろやす 
 経営学部 

経営学科教授 

専攻分野は「組織行動論・組織心理学」。 

長期研究テーマは「経営組織におけるメンタリングの 
制度的活用と効果評価」。 

主な著書は「キャリア発達の心理学」 
（共著、川島書店、２００２年）など。 

担当科目は「産業心理学」 
「総合政策論II（組織行動論）」など。 

くむら・けいこ 
総合政策学部 

総合政策学科准教授 

私の 研
究 

私の ク
ラ
ス 

「現実の実感」を通じて 
政策を考える 
久村 恵子 

　２００７年から２０１１年までの５年間、南山大学が

主催幹事校として開催する「名古屋アメリカ研究夏

期セミナー（Nagoya American Studies 

Summer Seminars: 通称NASSS）」も今

年で２年目を迎えた。７月２５日から２９日までの５日

間、「多様な視線からのアメリカ研究－ジェンダー

と比較研究（”Amer ican  Stud ies  f rom 

Var ious Perspect ives :  Gender  and 

Comparative Approaches”）」を本年の年

次テーマに、南山大学名古屋キャンパスと南山学

園研修センターにおいて開催する。 

　NASSSは敗戦直後の１９５０年、日米関係の修

復という国家的事業として開催された東京大学・

スタンフォード大学の共同セミナーの系譜を引き

継ぐ伝統ある夏期セミナーである。この間、我が

国におけるアメリカ研究の水準もあがり、米国留

学が一般化し、日米および他のアジア・太平洋諸国

からも一流の研究者を交え問題の共有化と課題

解決のための双方向の討論が行われてきた。戦

後６０年を経た現在、アメリカ研究を取り巻く環境

は大きく変化し、よりグローバル化が進展するな

かで、新たな地球社会（グローバル・ソサイエティ）

の時代において真に共有すべき倫理の構築への

取り組みが期待されている。 

　そこで、今年も昨年同様、年次テーマの専門家

である海外招聘研究者による特別講演会を皮切り

に、社会科学、政治・国際関係、文学文化の３部門に

分かれてディスカッションを行う「専門家会議」、

将来の国際関係の中軸を担うべき若手研究者の

育成が重要視される中、日米のみならず、他のア

ジア・太平洋諸国からも大学院生の参加を募る「国

際大学院生セミナー」の開催が予定されている。

これらは国境を越えた研究者相互の人的交流の

基盤作りに貢献するだけでなく、市民参加レベル

の国際理解の促進など地元社会への貢献をも目

指すものである。今年はプレイベントとして特別

講演会が同時通訳付きで一般公開される。 

 

 

　南山大学経営学部経営学科（国際コース）

に入学するため、９１年の春東京から名古屋に来

た日のことを昨日のことのように覚えています。 

　キャンパスのメインストリートの桜並木道

でアメリカンフットボール部の先輩方々に勧

誘されてから、僕の学生生活は経営学部から

アメフト学部？！憧れていたキラビやかな

キャンパスライフは何処、男だらけで日々練

習に明け暮れていました。 

　とにかく厳しい上下関係の中、雨の日も風

の日も肉体を酷使し『この労力をバイトに使っ

たらもの凄く稼げるハズ』と思いながら日々

肉体改造？！に励んでおりました。学業は英語

での経営学を中心とした外国人教授による

アメリカンな授業で語学力維持に、また日本

にいながらアメリカの大学と同じ教材を使用

した画期的な内容に充実感を持ってやって

いました。学業から部活までとても『アメリ

カン』な学生生活でした。 

　今はZIP-FMにて番組を担当させていた

だき１４年目の春を迎えることができました。

番組作りに欠かせない『厳しい上下関係』の

もと働くということ、『なにがあっても放送に

出る』という厳しさ、『英語の原稿を訳しなが

ら展開する』という構成。全てのベースは南

山での経験の賜物です！ 

　今、学生に戻れるとしたら時間の有効活用

を一番に考えて学内にある教材やチャンス、

教授の話、全てを吸収したいですね。現役南

山生諸君！社会に出るまでの準備期間。飛行

機に例えたら皆さんは今、まさに滑走路にて

飛び立つ瞬間を待っているのです！何でもい

いので熱中して学生生活を振り返った時に

後悔の無いように楽しんで下さい！ 

アメリカンな学生生活 
ケン・マスイ 

DNADNADNADNA南山のDNA

南山大学経営学部 １９９６年卒業 

NASSS

　私は、金融工学や数理ファイナンスと呼

ばれるファイナンスの一分野でデリバティ

ブ（金融派生商品）やリアルオプションの評

価を研究しています。しかし、ファイナンス

の研究をはじめから志していたわけではな

く、大学院時代は理論経済学、特にケインズ

以後の不確実性下の不均衡経済動学を研

究しようとしていました。残念ながら、８５年

当時は時間と不確実性を同時に取り扱う経

済理論モデルはほとんど知られていません

でした。そのとき、わが国に紹介され始め

たばかりのオプション評価理論に出会い、

そこで応用されている確率解析の手法に

魅せられました。白状しますと、ファイナン

スの研究に手を染めたのは、不確実性下の

経済動学モ

デル構築と

いう目的の

ため、確率解

析を多用す

るファイナン

ス理論の手

法を盗んで

やろうという

不純な動機

からでした。 

　この研究が縁で、首尾よく経営財務の講

義担当者として前任校に職を得ることがで

きましたが、本人はまだ経済学研究者のつ

もりでいました。ファイナンスに本腰を入れ

て研究する契機となったのは、９４年からの

田畑吉雄教授（当時大阪大学教授、現本学

ビジネス研究科ビジネス専攻教授）の研究

会への参加でした。大阪大学への国内留学

を経た数年後、田畑先生から学位取得を勧

められ、ようやく腹を括ってファイナンス研

究に専心する決意が固まったような次第です。 

　市場で取引される派生商品の評価にも

もちろん関心はあるのですが、現在はむし

ろ市場評価とは無関係なところで契約され

るリアルオプションの評価に興味があります。

裁定や複製という標準的なデリバティブ評

価手法が使えないために、市場で取引され

ないリアルオプションの評価はかなり難し

い問題になるのですが、反対にこれに満足

のいく結果が得られれば、非営利契約の評

価や経済問題にも応用できるのではない

かと考えています。 

　私は「産業心理学」などの講義科目と共に、

１年次から４年次までの演習科目も担当して

おり、今回はこの演習科目について紹介し

ます。 

　まず１年次対象の「基礎演習」では、アカデ

ミックリテラシー（大学での勉強方法やレポー

トの書き方など）の習得を目的に、大学生活

へのスムーズな移行ができるよう心掛けて

授業を実施しています。次に、２年次対象の「政

策演習」担当クラスでは「派遣社員で働くこ

とは得か、損か」「若年層早期離職を防ぐ採

用方法とは」など「雇用」をテーマにしてディ

ベートやケーススタディを行い、政策策定に

必要な基礎的知識やスキルの習得を目指し

た授業を行っています。そして、一般的に「ゼ

ミ」と呼ばれる３・４年次対象の「総合政策プ

ロジェクト研究」へと繋がります。 

　担当ゼミでは、人々が就労生活（＝キャリア）

において直面する様々な問題を取り上げ、

組織行動論を軸として、時に社会学、経営学、

法学などの知見も取り入れながら「個人と

組織との新しい関わり方」を模索します。３

年次春学期には、文献講読と実社会で活用

されている心理測定尺度の実習を通じてキャ

リアに関する学術的知識を学びます。秋学

期にはグループ研究を通じて、キャリアをめ

ぐる身近な問題を発見・調査し、解決策を提

案するという体験をしつつ、社会科学に必

要な思考法とスキルを学びます。特に、大

学生や社会人、企業の方々からのご協力の

もと実施する面接／質問紙調査から、ゼミ

生は文献調査では得られ難い「現実の実感」

という機会を得ており、この経験を活かして

４年次では卒業論文を執筆します。 

　このようにいずれの演習でも、「問題」は

意外と身近なところにあり、それに気づき解

決策を導き出す「楽しさ」と「難しさ」を体

験しつつ、それを可能とする「力」を自分の

ものにして欲しいと考え進めています。 

　南山大学は、今春退職された経営学部高橋弘一教授に対し、永年

の功績を称え名誉教授の称号を授与した。授与式は４月２日学長

室にて行われた。 

　高橋弘一氏は、１９６６年早稲田大学第一商学部卒業。７２年早稲田

大学大学院商学研究科商学専攻博士課程単位取得満期退学。

専攻分野は会計学。 

■ 名誉教授称号授与 

●人文学部 

准教授 清田 夏代（専攻分野：教育行政学、教育制度学） 
准教授 永井 英治（専攻分野：アーカイブズ学・高等教育史、日本中世史） 
助教 WHITE, David James（専攻分野：国際多元文化） 
●外国語学部 

准教授 DORMAN, Benjamin（専攻分野：宗教・メディア・アジア学） 
講師 TEE, Ve-Yin（専攻分野：英米の文学・文化） 
●経済学部 

准教授 西森 晃（専攻分野：財政学、公共経済学） 
●経営学部 

准教授 安田 忍（専攻分野：財務会計論、監査論） 
●ビジネス研究科 

准教授 岡田 昌也（専攻分野：会計実務） 
●法学部 

教授 佐藤 勤（専攻分野：企業法務） 
准教授 都筑 満雄（専攻分野：民法） 
講師 水留 正流（専攻分野：刑法） 
講師 渡邉 泰子（専攻分野：民事訴訟法） 
●総合政策学部 

准教授 鹿野 緑（専攻分野：応用言語学） 
講師（Seto LI） 森山 真吾（専攻分野：応用言語学、言語人類学） 
GP嘱託講師 ODA, Marissa（専攻分野：英語教育、国際政治論） 
●数理情報学部 

講師 小市 俊悟（専攻分野：離散数学、情報化学） 
●数理情報研究科 

嘱託講師 鵜飼 孝盛 
●英語教育センター 

講師（LI） ELLIOTT, Darren Raymond（専攻分野：英語教育） 
講師（LI） HERSCHLER, Brian Keith（専攻分野：英語教育） 
講師（LI） MATSUI, Avril Haye（専攻分野：英語教育） 

■ ２００８年度新任用教育職員 
●人文学部 

GP嘱託講師 藤井 友比呂 
GP嘱託講師 川村 知子 
●外国語学部 

教授 藤本 哲史 
准教授 石井 賢治 
准教授 山崎 勉 
准教授 鈴木 宗徳 
●経営学部 

教授 高橋 弘一 
●ビジネス研究科 

教授 笹井 均 
教授 佐久間 裕幸 
准教授 松下 光司 

●法学部 

教授 山田 秀 
准教授 高橋 真弓 
●総合政策学部 

教授 LIM, Robyn 
語学嘱託講師 大竹 万里 
語学嘱託講師 木村 春美 
GP嘱託講師  
ASHUROVA, Umidahon 
●数理情報学部 

嘱託講師 鈴木 淳生 
●英語教育センター 

講師（SLI） 

WHITE, Mathew 
講師（SLI） 

GAGE, Patricia 

２００８年３月３１日付 ■ 退職 

長谷 美由紀 様 
宗教法人カトリック中央協議会 様 
日比 治雄 様（商品券） 
櫻井 愼次郎 様 
田中 伸子 様 

「南山大学教育研究支援」へのご協力に感謝いたします。 

■ 寄付者ご芳名 
ZIP-FM Music Navigator 
現担当番組：Z-TIME BIZ（毎週月～木曜日１９:００～２１:００ ON AIR） 
２歳～４歳、８歳～１５歳をアメリカで育つ。 
１９９６年南山大学経営学部卒業と同時に、地元FMラジオ局ZIP-FMのミュージッ
ク・ナビゲーターとなる。以後、ラジオ、テレビパーソナリティーとして幅広く活躍。 

問合せ先：南山大学アメリカ研究センターNASSS事務局 
　　　　　nasss-jimu@nanzan-u.ac.jp 
　　　　　http://www.nanzan-u.ac.jp/AMERICA/２００８_seminar.html

（一般公開：同時通訳付） 【NASSSプレイベント・特別講演会】 

７月２５日（金） １７:００～１９:００ 南山大学名古屋キャンパス 日時： 会場： 

本学名誉文学博士 
カール・タケ氏が逝去 
本学名誉文学博士カール・タケ氏（９７歳）が、

５月３日ドイツ連邦共和国のヴァパータール市

にてご逝去されました。謹んで哀悼の意を表

します。 

アメリカ大統領選挙－日米関係とアメリカ社会の行方 
マイケル・マスタンドゥーノ教授 
（ダートマス大学） 

ジェニファー・リー教授 
（カリフォルニア大学アーヴァイン校） 

講演： 

久保 文明教授（東京大学） 司会： 
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連続講演会２００８ 「大学院の授業を聞きに行こう」 教育推進GP研修会 

人間文化研究科 キリスト教思想専攻 

渡邉 学 教授 

宗教研究の課題 
－伝統宗教からスピリチュアリティまで－ 

第1回  （土） 

ビジネス研究科 経営学専攻 

薫 祥哲 教授 

環境マネジメントにおける 
費用便益分析 

－最適汚染レベルと環境評価－ 

第2回  （土） 

学校現場で活かす体験学習研修会 

学校現場で活かす体験学習研修会 

学校現場で役立つ『体験学習』研修会 

学校現場で活かす！体験学習研修会 

学校現場で活かす体験学習研修会 
～体験学習で学級が変わる～ 

学校現場で活かす体験学習研修会 
～先生が変わる！生徒が変わる！学校が変わる！～ 

学校現場で活かす ラボラトリー方式 体験学習研修会 
～先生  ゲンキに  な・あ・れ！～ 

試みて実験して行動科学で学ぶAAP
（あかぎアドベンチャープログラム） 
～「ラボラトリー方式の体験学習」を中心にして～ 

人間関係づくりへのアプローチ 
～体験学習法研修会～ 

学校現場で活かす ラボラトリー方式 体験学習研修会 
～先生が変わる！子どもが変わる！学校が変わる！～ 

Challenge to the Revolution
～学級改革への挑戦～ 

学校現場で活かす人間関係づくりセミナー 
～クラスが変わる、学校が変わる～ 

６/２８（土）→２９（日） 
９/１３（土）→１５（月・祝） 

８/１８（月）→２０（水） 

８/５（火）→８（金） 

７/２８（月）→３１（木） 

８/１８（月）→２０（水） 

７/２２（火）→２５（金） 

８/４（月）→６（水） 

７/２６（土）→２８（月） 

８/１９（火）→２２（金） 

８/４（月）→７（木） 

８/５（火）→８（金） 

８/１８（月）→２０（水） 

国立日高青少年自然の家  
（北海道） 

国立花山青少年自然の家 
（宮城県） 

国立赤城青少年交流の家  
（群馬県） 

国立信州高遠青少年自然の家  
（長野県） 

国立立山青少年自然の家 
（富山県） 

国立能登青少年交流の家  
（石川県） 

国立淡路青少年交流の家  
（兵庫県） 

国立大洲青少年交流の家  
（愛媛県） 

国立江田島青少年交流の家 
（広島県） 

国立山口徳地青少年自然の家  
（山口県） 

国立諫早青少年自然の家  
（長崎県） 

国立大隈青少年自然の家 
（鹿児島県） 

人間文化研究科 言語科学専攻 

有元 將剛 教授 

人間の言語について 
考える 

第3回  （土） 

法務研究科 法務専攻 

榊原 秀訓 教授 

裁判から見る 
情報公開の現実 

第4回  （土） 

人間文化研究科 教育ファシリテーション専攻 

津村 俊充 教授 

体験からの学びを深める 
教育ファシリテーション 

－ラボラトリー方式の体験学習を原点として－ 

第5回  （土） 

ビジネス研究科 ビジネス専攻 

湯本 祐司 教授 

日本の流通システム 
－過去・現在・未来 

第6回  （土） 

数理情報研究科 数理情報専攻 

河野 浩之 教授 

デジタルデータの 
アーカイブ 

－情報の蓄積・保存－ 

第7回  （土） 

人間文化研究科 人類学専攻 

大塚 達朗 教授 

縄紋土器はなかった 

第10回  （土） 

国際地域文化研究科 国際地域文化専攻 

藤本 博 教授 

「戦争の記憶」継承と 
平和構築の課題 

－ヴェトナム戦争が問いかけること－ 

第11回  （土） 

総合政策研究科 総合政策専攻 

村松 久良光 教授 

生産現場の熟練と 
雇用政策 

－若者と高年者－ 

第8回  （土） 

経済学研究科 経済学専攻 

近藤 仁 教授 

数字が語る世界 

第9回  （土） 

藤本 博 教授  
（専攻分野:アメリカ研究 

（現代アメリカ外交）、 
国際関係論） 

 
【外国語学部長】 

澤木 勝茂 教授  
（専攻分野:オペレーションズ・ 

リサーチ） 

 
【ビジネス研究科長】 

荒井 好和 教授  
（専攻分野:金融論） 

【経済学部長】 
【経済学研究科長】 

細谷 博 教授  
（専攻分野:日本近代・ 

現代文学） 

 
【国際地域文化研究科長】 

津村 俊充 教授  
（専攻分野:社会心理・ 

教育心理学） 

 
【人間文化研究科長】 

坂井 信三 教授  
（専攻分野:社会人類学、 

歴史人類学） 

 
【人文学部長】 

鈴木 敦夫 教授  
（専攻分野:数理工学） 

【数理情報学部長】 
【数理情報研究科長】 

藤原 道夫 教授  
（専攻分野:経営労務論、 

労使関係論） 

 
【総合政策学部長】 

松戸 武彦 教授  
（専攻分野:比較社会学） 

 
【総合政策研究科長】 

青木 清 教授  
［法学部］ 
（専攻分野:国際私法） 

 
【教学担当】 

木下 登 教授  
［外国語学部］ 
（専攻分野:スペイン哲学） 

 
【国際担当】 

野呂 昌満 教授  
［数理情報学部］ 
（専攻分野:ソフトウェア工学） 

 
【総務担当・将来構想担当】 

薫 祥哲 教授  
（専攻分野:環境経済学） 

 
【経営学部長】 

岡田 泉 教授  
（専攻分野:国際公法） 

 
【法学部長】 

丸山 雅夫 教授  
（専攻分野:刑事法） 

 
【法務研究科長】 

終了 

申込受付
終了 

終了 終了 
【副学長】 

【学部長・研究科長】 

南山大学附属小学校開校 

副学長・学部長・研究科長発表 
　２００８年２月２９日開催の南山学園理事会に

おいて、２００８年４月からの南山大学副学長・

学部長・研究科長が決定した。任期は、副

学長が２００８年４月１日から２０１１年３月３１日

（３年間）、学部長・研究科長が２００８年４月１日

から２０１０年３月３１日（２年間）となっている（た

だし、法務研究科長のみ２００８年４月１日から

２００９年３月３１日まで）。 

　南山学園創立７５周年記念事業として準備が

進められてきた南山大学附属小学校が開校した。

開校式は、県の設置認可を受けて３月２２日に

行われ、松原武久名古屋市長、ハンス ユーゲン・

マルクス校長ら南山学園関係者、県内の教育

関係者など約１８０名が出席し、愛知県内唯一と

なる男女共学私立小学校の誕生を祝った。 

　４月６日には、名古屋市熱田区のセンチュ

リーホールで入学式が行われ、真新しい制服

に身を包んだ新１～３年生計２８０名（１年生９３名、

２年生９２名、３年生９５名）と保護者が集った。

式典は、カトリック司祭による聖書朗読など

荘厳な雰囲気の中ではじまり、挨拶にたった

ハンス ユーゲン・マルクス校長は、「一人ひと

りの人間が神様から愛されていることを、南

山小学校での毎日の学びを通して、ますます

深く知っていただきたいと願っています。」と

述べ、新しい南山生の誕生を歓迎した。また、

校歌「こころのとびら」と、ともだちのうた「み

んなの夢　かなえよう」が参加者全員で合唱

され、元気いっぱいの声が会場に響いた。 

　名古屋市昭和区五軒家町に新しく建てられ

た校舎は、リズミカルな列柱で囲まれた地下

１階、地上３階建てとなっており、教室、理科室、

音楽室、図工室といった授業施設のほか、和室

や多目的PC室、異学年の子ども同士で一緒に

食事ができるランチルーム、プラネタリウムと

いった施設、西側３階部分の屋上には、１５０メー

トルトラックなどを配した人工芝の運動場が

設置され、最新の設備と安全性を備えた構造

となっている。また、子どもたちがこころを育

む場となる聖堂のほか、聖家族像やステンド

グラスなどカトリックの学校らしい空間も配さ

れている。 

２００８年４月、ミカエル・カルマノ

人文学部教授が第６代南山大学長

に就任した。南山学園理事長を

任期満了で退任し南山大学長に

就任した今、カルマノ学長が思う

南山大学像、学生像を聞いた。 

ミカエル・カルマノ学長 
特集 

 

　２００８年４月１日、南山大学長になってはじめ

ての新入生を迎えました。入学式の席でも申

し上げたのですが、学生には南山大学を選択

した意味を常に考えて欲しいと思っています。

皆さんは数多くの大学の中から南山大学を選

択しました。この「選択」を通じた決断、すな

わち「選び」は南山大学への入学で終了では

なく、必ず何かの目的につながっているはず

です。南山大学で何を目的に勉強し、どこへ向

かって進んでいくのか。私は学生一人ひとりが

自分で考える力を持ち、自分自身と他者の尊

厳を尊重し、その中でやりたいことを見つけ

努力していって欲しいと思っています。 

　また、学生には、学校から与えられた授業・

課題をそのまま受けるだけでなく、批判的な

意見もどんどんぶつけて欲しいと思っています。

現状をそのまま受け入れるのではなく、現状

を批判することで、自分が何を知りたいのか、

何を勉強したいのかという目的意識をより強

固に持つことができるでしょう。南山大学への

入学はひとつの出発点であり、ここから本当の

「選び」がはじまります。そのことをしっかりと

心に留めておいてください。 

　南山大学は、キリスト教世界観に基づく学

校教育を行ない、人間の尊厳を尊重かつ推進

する人材の育成を建学の理念としています。

そして、その具体的な方向性を与えるために

「Hominis Dignitati（人間の尊厳のために）」

という教育モットーを掲げています。この建

学の理念を具現化する施策として、本学は、昨

年、２０年後の将来像（グランドデザイン）を策

定し、その中で本学のビジョンを「人種、障がい、

宗教、文化、性別など、様々な違いを認識し、

多様性を前提とした人間の尊厳、他者の尊厳

を大切にし、人々が共生・協働することで、新

たな価値の創造に貢献する」と定めました。

さらに、このビジョンを端的に表す言葉として、

「個の力を、世界の力に。」をキーフレーズと

しました。多様性を尊重する新たな価値の創

造は、今後、世界的にも重要な価値観のひと

つとなるでしょう。人間の尊厳－自分自身と他

者の尊厳－を尊重し、それを推進していく人々

が共生・協働することにより「個の力」が結集

され、それが人類の発展に貢献できる「世界の

力」となりえます。この実現に向けて、本学は、

すべての構成員の「個の力」を充実させるこ

とに努めてまいります。 

　南山大学に入ると、「人間の尊厳のために」

という言葉に何度も出会います。それはなぜ

でしょうか？それは、学生の皆さんに、自分自身

が、何を目指して何のために、この南山大学で

学ぶかについて常に考えてほしいからなのです。

「人間の尊厳のために」という言葉に込められ

た大切なメッセージ －勉強だけではなく、自分

自身の今後の人生を、社会や人類にどのよう

に役立たせることができるのか－ ということ

に思いを馳せ、私たち教員に知らせて欲しいと

思います。私たちが学生の皆さんの成長を手

助けし、教え導くことができますように。 

　学生一人ひとりの「個の力」を伸ばしてい

くために、学生自らが自分の潜在能力に気づ

く教育環境、その力を十分に発揮できる場を

整えることが大切だと考えています。南山大

学は南山外国語専門学校を前身としてスター

トしており、開学以来、語学教育には力を入れ

てきました。そのことは「語学の南山」と言わ

れる世間の評判からもおわかりだと思います。

近年でも「学ぶ英語」から「使える英語」を目

標として、英語教育センターを開設し、習熟度

別クラス編成の全学的導入をはじめ、施設内

では外国語しか使ってはいけないという「ワー

ルドプラザ」の設置など、学生が自主的に外国

語を使える環境を整備しています。私の経験

からも語学は時間をかければかけるほど上達

します。しかし、授業で語学を教える時間は限

られているため学生は自主的に学ぶ必要があ

ります。そのための「自ら学べる環境作り」、

これが大切であると考えています。 

　グランドデザインでは、「世界で選ばれる大学」

「世界に人材を輩出できる大学」を実現してい

くことが謳われていますが、本学の教育が世界

に通じるものとなるためには、「南山の国際性」

の現状を真摯に捉え直し、戦略的な取り組みを

実践していかなければならないと考えています。

その取り組みのひとつとして、現在外国語学部

などで実施されている外国語を教授言語とす

る講義科目を全学部に導入し、最終的には各学

部における授業の１０％程度は外国語で学ぶ授

業にしたいと考えています。また本学には多く

の外国人留学生、外国人教員が在籍しているほ

か、語学教育の一環として、総合政策学部の南

山アジアプログラム（NAP）や外国語学部の実

習科目のように、一定期間外国で学ぶプログラ

ムがあります。机上での勉強に加え、実際に異

なる文化、異なる考え方を持つ人と交わること

で、文化の違いだけでなく個人の違いも大きい

ことを知ることができるでしょう。今後本格的

な異文化交流を全学的に推進し、学問分野に捉

われない国際交流を実現することで他大学と

差別化した国際交流プログラムを開発してい

きたいと考えています。このように、南山の「国

際性」という現有資産を活かした環境整備をさ

らに進め、学生の皆さんには世界と渡り合える

知識と意識を備えた人材に育っていって欲し

いと願っています。 

 

１９４８年７月２３日生まれ。ドイツ連邦共和国(旧

西ドイツ)ヘッセン州リンブルク出身。ドイツの

神学校・南山大学文学部神学科（現在人文学部

キリスト教学科）で神学を学び、アメリカで教育

学の博士号を取得。１９７５年司祭叙階。１９８４年

から南山大学にて教鞭を執る。２００８年４月、

南山大学学長に就任。内外カトリック教育の各

種要職を兼任し、多忙な日々を送る。趣味は、

クラシック音楽鑑賞と読書。 

Michael Calmano
ミカエル・カルマノ 

本当の「選び」のはじまり 

自ら学べる環境作り 

個の力を、世界の力に。 

世界と渡り合える知識と 
意識を備えた人材に 

フレッシュマン祭 

　２００５年度に開始した連続講演会も今年で４年目

を迎える。過去３年「人間の尊厳科目開講１０周年記

念・連続講演会」「学科長が語る南山の現在（いま）」

「教養教育への扉」と展開してきたが、今年度は、「大

学院の授業を聞きに行こう」と題して、一般の方を

対象に大学院の授業公開を行う。本学大学院は、

人間文化、国際地域文化、経済学、ビジネス、法務、

総合政策、数理情報の７つの研究科をもち、研究者

の養成はもとより高度専門職業人の養成にも力を

入れている。これら各研究科の研究分野から１１の

テーマを取り上げ、下記教授らによる授業を連続講

演会の形で実施する。 

　平成１９・２０年度文部科学省による専門職大学

院等教育推進プログラムに採択された人文学部

人間文化研究科の「教え学び支え合う教育現場間

の連携づくり－ラボラトリー方式の体験学習を核

とした２つの連携プロジェクト」は、生徒や教師の

孤立化が問題視される現在の教育現場に人間関係、

信頼関係の再構築を目指す取り組みとして注目を

集めている。 

　このプロジェクトの軸になっているのが「ラボラ

トリー方式の体験学習」で、対人間関係などの心

の問題について、参加者の「体験」を素材として、

体験の中にあったプロセスを内省・観察し、自分の

気持ちや他者の行動意図などのデータ収集をす

る「指摘：内省と観察」、プロセスの理由や意味を

考える「分析」、自分を成長させるための課題や

行動目標を見つける「仮説化」という４つの段階

を繰り返し、その循環過程の中で問題解決力・人

間関係能力を向上させることを目標においている。 

　そして今年度、この「ラボラトリー方式の体験学

習」を学ぶ研修会プログラムを、幼稚園、小学校、

中学校、高等学校等の教員を対象として全国１２施

設で一斉開催する。 

　４月２日～４日、７～８日、名古屋・

瀬戸両キャンパスにおいて、新

入生歓迎イベント「フレッシュマ

ン祭」が開催され、ガイダンスと

ともにクラブ・サークルの勧誘

が行われた。 

CJSフェスタ 
　４月９日、名古屋キャンパスに

おいて、外国人留学生別科（CJS）

生が日頃の学びの成果を発表

するCJSフェスタ２００８が、開催

された。 

南山留学フェア 
　４月９日、留学を希望する日本

人学生を対象に南山留学フェ

アが開催された。参加２６大学

の外国人留学生別科（CJS）生

が出身大学に分かれ、協定校の

様子や町の雰囲気を紹介した。 

卒業式 
　３月２０日、２００７年度卒業式が

日本ガイシホールにおいて行わ

れ、２,１８２名（学部生１,９８５名、

大学院生１９７名）の卒業生を社

会へ送り出した。 

入学式 
　４月１日、２００８年度入学式が

日本ガイシホールにおいて行わ

れ、カトリックの厳粛な雰囲気の

中で学部生２,３２６名、大学院生

２１４名の入学者を迎え入れた。 

　５月１７日、外国人留学生別科 

２００７-２００８年修了式が南山大学

体育館において行われ、ミカエル・

カルマノ学長より１２８名に対し

て修了証・参加証が授与された。 

個人情報の取扱について：収集した個人情報は、受講・キャンセル受付、受講票の作
成・発送、受講者リストの作成、講演会受付、今後の講演会開催のご案内のために利用し
ます。なお、収集した個人情報は、受講票発行手続きのために委託業者に提供いたします。 

問合せ先：専門職大学院等教育推進ＧＰ本部 
Phone ０５２-８３２-３３１４　Fax ０５２-８３２-３３１５　E-mail edu-gpstaff@nanzan-u.ac.jp 
URL http://www.nanzan-u.ac.jp/NINKAN/gp２００７/index.html

（共催：独立行政法人国立青少年教育振興機構） 
（後援：愛知県教育委員会・名古屋市教育委員会・愛知県都市教育長協議会・愛知県町村教育長協議会） 

－人間関係力を育成する「ラボラトリー体験学習」 
を学ぶ研修会プログラム－ 

ベーシックセミナー 

ブラッシュアップセミナー 

http://www.nanzan-u.ac.jp/Menu/president/index.html 

http://www.nanzan-u.ac.jp/magazine/index.html

場　　　所 ： 南山大学 名古屋キャンパス・B11教室（住所：名古屋市昭和区山里町１８） 

時　　　間 ： １４:００～１６:００ 

定　　　員 ： 各講演４００名（無料） 

申込期間 ： 第５回～第６回受付中 ※第１回５/２４、第２回６/７、第３回６/２８、第４回７/５は終了いたしました。 

第７回～第１１回 ７月２０日より受付（但し、各講演開催日の１週間前に締切） 

申込方 法 ： 受講を希望される方は、ハガキ、ＦaxまたはWebページにて、

住所、氏名、年齢、電話番号、希望講演日を明記のうえ、南山大

学学長室までお申し込みください。（電話によるお申し込みは受け

付けません。） 

受付終了後、順次受講票をお送りします。 

申込・問合先 ： 南山大学学長室　〒４６６-８６７３ 名古屋市昭和区山里町１８ 

Phone ０５２-８３２-３１１３  Fax ０５２-８３２-０６６６ 
E-mail gaku-koho@nanzan.ac.jp 

URL http://www.nanzan-u.ac.jp/Menu/koho/koenkai/２００８/index.html

外国人留学生別科  
２００７-２００８年修了式 

「体験学習 ファシリテーターガイドブック」無料配布中 

学長からのメッセージ　 

学長からのメイルマガジン 

1302エヌイ
ーエス

ブレティン6月号 Vol.165
ウラ面

2008
06.13 草皆

303

698

L00
48480
CEX6F8 初校刷


